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2023（令和５）年

【第１期】
３月２９日（水）～
４月３日（月）（６日間）

【第２期】
４月１０日（月）～
４月１５日（土）（６日間）

親鸞聖人御誕生850年
立 教 開 宗800年慶讃法要期日

★ 4月29日（土）、５月６日（土）、５月７日（日） 協賛行事
■ ５月18日（木）・19日（金） 慶讃法要記念「降誕会園児のつどい」
● ５月20日（土） 慶讃法要記念「龍谷総合学園のつどい」
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【第３期】
４月２４日（月）～
４月２９日（土）（６日間）

【第４期】
５月６日（土）～
５月１１日（木）（６日間）
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５月２１日（日）（６日間）
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本山への到着・出発、御堂への入退堂についてご案内いたします。なお、バスをご
利用のうえ参拝される参拝団は、P35の「団体参拝バス運行計画について」と
P37以降に掲載の運行経路に関する事項を併せてご覧ください。

● 団体参拝バス到着（北境内地）から入堂まで
1．団体参拝バスが到着しましたら、係員が引率責任者に参拝団名、参拝席などを
確認した後、入堂口を示す旗を引率責任者にお渡しし、皆様の安全を確認のうえ
降車誘導いたします。

2．バスご降車時に係員が皆様の検温を実施いたします。
3．白洲へは、各所係員が誘導いたしますので、ゆっくりお進みください。
4．引率責任者は、参拝受付テントにお越しください。（懇志・帰敬式の受付もこちらと
なります）

5．団体参拝者用弁当をお申込みの団体は、聞法会館3階・地下1階マルチスペースが
会場となりますので、ご移動ください。

6．お手洗い、記念写真撮影等を済まされましたら、御影堂前集合場所に、それぞれご
集合ください。お渡しした旗と同じ標記のスロープからご入堂いただきます。なお、
ご不明な点は、白洲各所の係員にお尋ねください。

● 本山集合（または徒歩でお越しになる）団体 参拝受付テントから入堂まで
1．本山で集合されます団体も、引率責任者は、参拝受付テントへお越しください。諸
事項の確認を行い、入堂口を示す旗を引率責任者にお渡しいたします。（懇志・帰
敬式の受付もこちらとなります）

2．お手洗い、記念写真撮影等を済まされましたら、阿弥陀堂前集合場所に、それぞ
れご集合ください。お渡しした旗と同じ標記のスロープからご入堂いただきます。

3．御影堂入堂前に係員が皆様の検温を実施いたします。なお、ご不明な点は、白洲
各所の係員にお尋ねください。

● 雨天時について
バスでお越しの団体は、ご自身の傘は使用されないようにしてください。当方にて傘を
用意いたします。
また直接本山にご集合の団体につきましては、スロープにて団体ごとにお預かりいた
します。
堂内には傘を持ち込まないようにお願いいたします。

到着・出発、入退堂について
場　所内　容時　間

5：30 開 　 　 門

（17：00頃） 閉 　 　 門

12：30

6：00 両　　堂晨 　 　 朝

引続き
（11：45頃） 阿弥陀堂帰 敬 式

引続き
（15：45頃） 阿弥陀堂帰 敬 式
引続き

（16：30頃） 両　　堂日 没 勤 行

9：35 御  影  堂
日 程 説 明
記 念 布 教
挨 　 　 拶

13：35 御  影  堂
日 程 説 明
記 念 布 教
挨 　 　 拶

10：00 御  影  堂慶 讃 法 要
＜午 前 の 座 ＞

14：00 御  影  堂慶 讃 法 要
＜午 後 の 座 ＞
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参拝者・バス経路図

伝道院

龍谷
ミュージアム

香房

伝道本部

東急ホテル

記念写真エリア記念写真エリア

記念写真
エリア
記念写真
エリア

参拝
受付

聞
法
会
館

バス経路
＊普通車経路

＊駐車には事前に参拝センターへ
　ご連絡をお願いいたします

白洲テント
（受付）への経路
白洲テント
（受付）から
御堂への経路

休憩施設
（テント）

白
洲
へ
の
経
路

バス駐車エリア

バ
ス
出
庫
受
付

団
参
普
通
車

駐
車
エ
リ
ア

バス降車場所

● 入堂について
1．靴はお脱ぎいただき、ご持参いただいた靴袋に入れ、荷物とともに各自席までお
持ちください。

2．ご入堂は、係員の誘導により1団体ずつご案内いたします。なお、参拝席は事前に
教区ごとに指定いたしております。

● 退堂について
1．法要終了後、係員が案内誘導いたします。
1．順次、退堂となりますが、混雑を避けるため、ご案内まで着席のままお待ちください。
2．帰敬式を受式される方は、ご案内までそのまま着席してお待ちください。案内があ
りましたら、係員の誘導により、荷物・靴袋等をお持ちのうえ阿弥陀堂内指定場所
へご移動ください。

● その他
緊急時は係員が誘導いたしますので、落ち着いて行動してください。

● 法要終了から団体参拝バス乗車までについて
1．団体参拝バスへの乗車は、すべて北境内地駐車場となります。原則、聞法会館１
階をバス乗車待合場所、または最終集合場所としてご利用ください。

2．聞法会館西側出入口に、バス出庫受付を設置いたしておりますので、団体の引率
責任者はお帰りの際、必ずお立ち寄りください。

3．バスには、原則、駐車場所にて直接ご乗車いただきます。駐車場内係員の指示に従
い、バスまでご移動ください。

4．車椅子ご利用など、バスへの乗車に補助が必要な場合につきましては、バス出庫
受付へお申し出ください。

北境内地駐車場からバス降車の場合のご参拝にあたっては、最短経路の境内
北側門から白洲境内へお入りいただけますが、是非とも御影堂門、または阿弥
陀堂門からのご参拝をお勧めいたします。
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参拝席配置について
・団体参拝席、個人参拝席はすべて椅子席となります。
・御影堂をＡ～Ｆの各ブロックに区切り、横列については前列より、あ・い・う、
と列番号を、縦列については内陣向かって右列より１・２・３，とブロックごと
に列番号を設定し、背もたれ裏側に座席番号を表示いたします。
 【表示例：Ａ－あ－２】
・参拝席は、来賓席、団体参拝席、車椅子席・身体障がい者参拝席、個人参拝
席（参拝ツアー含）の区分があります。
 ＊阿弥陀堂に隣席間隔をあけた参拝席もございます（モニター中継）。
・団体参拝席は、事前の抽選により教区を単位として配席いたします。

渡り廊下

車椅子席
身体障がい者席

北

龍虎殿
（一般参拝部）

来賓席

讃嘆衆

【御影堂】

内 陣

E D C B A

F

南

団 体・個 人 参 拝 席

団 体 参 拝 席

座席番号

い
う

あ

え
お

・・・
１２３・・・

・・
・

・・
・

ス
ロ
ー
プ
2

ス
ロ
ー
プ
1

御影堂参拝席のご案内
入退堂について
・入退堂につきましては、各御堂に設けられた3ヵ所（御影堂2ヵ所・阿弥陀堂
1ヵ所)のスロープより分かれて入退堂いただきます。
・到着時に引率責任者へお渡しいたします旗と同じ標記のあるスロープよりご
入堂ください。ご入堂の際は必ず皆様お揃いになられてからお進みください。
・退堂は、係員が案内誘導いたしますが、混乱を避けるためご案内まで着席のま
まお待ちください。
・お持ちになられました荷物は、自席の下へ置いてください。
・貴重品はご自身で管理してください。
・ご気分のすぐれない方は、お近くの係員にお知らせください。
 ＊詳細についてはP６・７の「到着・出発、入退堂について」をご参照ください。
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・貸出用車椅子は、数に限りがございますので、車椅子を利用されます方はご自
身の車椅子をご持参くださいますようお願いいたします。（日野誕生院、角坊に
は用意がございません）
・入退堂経路については、スロープのほか、阿弥陀堂北側と龍虎殿内にエレ
ベーターがございますのでご利用ください。
・団体参拝席等へお座りの際には、椅子席へご移動いただき、車椅子はお預か
りいたしますこと、ご了承ください。
　なお、御影堂内南側に、車椅子にお座りのままご参拝いただける車椅子席・
身体障がい者席をご用意いたしておりますので、ご希望の方はお申し出くだ
さい。

手話通訳を下記日程にて実施いたします。ご希望の方は、事前に参拝セン
ターまでご連絡のうえ、通訳場所に直接お越しください。

【実施日】

【場　所】

第1期 4月  3日（月） 午後の座（午後  2時～）
第2期 4月15日（土） 午後の座（午後  2時～）
第3期 4月28日（金） 午後の座（午後  2時～）
第4期 5月11日（木） 午後の座（午後  2時～）
第5期 5月21日（日） 午前の座（午前10時～）

御影堂外陣南三之間下の車椅子・身体障がい者参拝席
＊通訳席は、御影堂のみの設置となります

＊また、車椅子等利用により、自家用車でお越しになられる場合は、必ず事前に参拝センターまで
ご連絡くださいますようお願いいたします。

車椅子のご利用について

手話通訳について

● 聞法会館3階〈約750席〉

● 聞法会館地下１階マルチスペース〈約100席〉

EV

EV

＊聞法会館３階及び地下1階マルチスペースは、P20の昼食(弁当)を申込まれた団体の昼食会場
となります。（椅子席）

EV

がんこ西本願寺別邸

大浴場（男）

EV

休憩施設（食事会場）について団
体
参
拝
に
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● 受付場所

● 参集時間

● 留意事項

香房玄関

①法要出勤を希望されます方は、宗派公式WEBサイト内の慶讃法要特設
ページにて各募集要項をご確認のうえ、お申込み・ご出勤ください。

②引率責任者の出勤も奨励いたしますが、法要前後は団参と別の行動とな
りますので、責任者が不在でも支障のないよう、あらかじめ調整をしてく
ださい。

法要開始時刻1時間半前、午前の座（8：30）・午後の座（12：30）より
受付いたします。
＊法要開始１時間前より、差定説明をいたします。

＊募集要項・申込書は、慶讃法要特設ページ
　（https://www.hongwanji.or.jp/850800houyou/）に掲載しております。

【お申込み・問い合わせ先】
〒600-8501 京都市下京区堀川通花屋町下ル
 本願寺寺務所　法式本部式務部
 TEL：075-371-5220　FAX：075-371-5737

法要出勤について

●記念布教　
記念布教　
　●　
　●
　　　
　●　
「」　　

親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要では、法要前に記念布教が行
われます。
その他、法要期間中、白洲内お茶所での「布教リレー」や聞法会館総会所での「常
例布教」もございます。
「ご縁を慶び、お念仏とともに」のスローガンのもと、一人ひとりが浄土真宗のみ
教えに出遇えたことを慶び、み教えが広く伝わるご勝縁となるよう、皆様どうぞ聴
聞ください。

● 記念布教 法要前に、日程説明に引続き記念布教
 【場所】御影堂

● 常例布教 ＜昼座＞12時15分から30分1席
 【場所】総会所（聞法会館1階）

● 布教リレー お茶所内で布教使による各15分の布教リレー
 【時間】11：00～13：15／15：00～16：30
 

布教・伝道について

＊4月29日（土）、5月6日（土）、5月7日（日）を除く
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「帰敬式受式願」（寺院ごと）に必要事項を記入し、各参拝団にて取りまと
めのうえ、郵送またはFAXにて受式日の2ヵ月前までに一般参拝部へご提
出ください。受式願が複数枚ご入用の場合はコピーしてご対応ください。
なお、受式願は参拝団体単位ではなく受式者の所属寺単位で、ご記入くだ
さい。
また、提出後の追加申込・取り消し等については、受式日の20日前までに
一般参拝部へご連絡ください。

（1）午前の座・・・法要に引続き（11：45頃より）
　 午後の座・・・法要に引続き（15：45頃より）
　 法要終了後、係員の誘導に従い阿弥陀堂にご移動いただきます。
（2）次の法要日は、平常時の帰敬式（晨朝後、13:30より）にて執行
　 ①4月29日　②5月  6日　③5月  7日
　 ④5月18日　⑤5月19日　⑥5月20日
　　●晨朝後　   龍虎殿にて受付後、晨朝勤行終了までに御影堂にお入りください。
　　●13：30～   12：30までに龍虎殿にて受付し、係員の誘導に従い阿弥陀堂に
　　　　　　    ご移動いただきます。

１．受式時間

3．申込手続
● 帰敬式受式願の提出

「帰敬式受式願（内願用）」に必要事項を記入し、受式者及び所属寺住職
の押印をし、各参拝団にて取りまとめのうえ、受式日の2ヵ月前までに一
般参拝部へご提出ください（FAX・コピーでの提出不可）。
なお、2ヵ月を切っての申請は、受理できません。

● 法名の内願を希望される場合

2．場所  
阿弥陀堂

帰敬式について

＊5月21日は晨朝後の帰敬式のみ執行

5．お扱い品のお渡し
阿弥陀堂で、お扱い品(式章・念珠)をお渡しし、帰敬式を受式いただきます。
帰敬式終了後、阿弥陀堂にて、法名とお扱い品（浄土真宗必携・帰敬文）を
お渡しいたします。

●法名の内願手続については、申請期限（2ヵ月前）を遵守してください。
●式章・念珠は、式の前にお渡しするものを必ずご着用いただきます。
●受式者には、なるべく貴重品以外の荷物を持ち込みされないようご案内く
ださい。

●受式後は、各団体の引率責任者がご誘導ください。
●詳細については、一般参拝部（参拝教化部帰敬式係）までお尋ねください。

6．その他留意事項

内願懇志

冥
加
金

10,000円以上

成　人
（18歳以上） 10,000円

未成年 5,000円

＊法名の内願をされる場合は、冥加金と内願懇志の両方を進納いただきます。

受式にかかる冥加金及び内願法名にかかる懇志は、各参拝団で取りまとめの
うえ、一般参拝部宛ご進納ください。受納証につきましては、帰敬式終了後にお
渡しいたします。なお、受納証は所属寺ごとに発行いたします（個人ごとでの受
納証発行も可能）

4．冥加金等
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あらかじめ各団体にてとりまとめのうえ、事前に送付いたします専用の懇志袋
にお名前などを記入いただき、ご進納ください。
＊受納証は各団体名または寺院名にて発行いたします。なお、法要当日は混雑が予想されますた
め、進納者個別での発行はいたしかねますのでご留意ください。

新たな取り組みとして、ご懇志に対するお扱い品を受け取られるか、または懇
志の一部を「子どもたちの笑顔のために募金」へ寄付されるかのいずれかを選
択できるようにいたしました。

●お扱い品

●ご進納方法

●法要参拝におけるご懇志について、特に金額を定めておりませんが、お一
人様あたり3,000円以上のご進納を目安として奨励をお願いいたします。

物 品

3,000円未満

紙石鹸

100円寄付

3,000円以上

オリジナル落雁

200円寄付

10,000円以上

箸箱セット

500円寄付

お
扱
い 「子どもたちの

笑顔のために募金」
への寄付金

または または または

紙石鹸
(懇志３千円未満)

オリジナル落雁
(懇志３千円以上１万円未満)

箸箱セット
(懇志1万円以上)

参拝懇志について

ご参拝の方全員への記念品として参拝バッグ（エコバッグ）をご用意いたし
ます。
これは、「親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要『趣意書』」に
掲げているＳＤＧｓの取り組みの一環として選定いたしました。

＊お扱い品・参拝記念品のデザインについて
お扱い品・参拝記念品は「埋め木」をモチーフにしたデザインが施されています。
「埋め木」とは、縁側や廊下にできた亀裂や節穴を木片で埋める修復の技法であり、ハートや動
物の形など、その様々な形状は、参拝者の心を和まし、職人の技や工夫をこらした心づかいが
伺えます。
本願寺に古来より「埋め木」の技法として、今日まで継承されている心は、今日、全世界で求めら
れているＳＤＧｓの「もったいない」「素材を大切にする」という精神にも通じています。
このたびは、「埋め木」の形や色をポップにアレンジすることで、知られざる新たな魅力をアピー
ルし、この地、堀川に寺基が定まってより、４３０年余りの本願寺の歴史や文化に触れていただ
きたいとの願いから採用いたしました。

●参拝記念品
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＊チラシ(申込用紙)は、慶讃法要特設ページからもダウンロード
　できます

別途お配りしております案内のチラシ（右記写真参
照）をご覧いただき、参拝団ごとに参拝センターへお
申込みください。（FAX：075-366-5929）
なお、参拝協力会社（旅行社）をご利用の参拝団は、
参拝協力会社からのお申込みも可能です。

１．参拝記念写真撮影について

記念写真は、即日渡しになっており、撮影後およそ約2時間でお渡しいたし
ます。ご法要参拝前に記念写真を撮られた団体については、ご出発の際、お
渡しいたします。なお、本山近隣の宿舎にご宿泊の団体については、ご相談の
うえ、宿舎へお届けも可能です。
また、撮影後2時間以内にご出発の団体については郵送することも可能です。

4．写真のお渡し

6．委託業者

記念写真の撮影場所は、阿弥陀堂前白洲または唐
門前となります。

2．撮影場所について

7時30分（晨朝終了後）～16時30分（閉門30分前）
3．撮影時間

＊基本的に本山到着時に撮影いただくこととなっておりますが、
参拝センターより時間の指定がありました団体につきましては
指定の時間帯までに撮影場所にお越しください。なお、当日の
混雑状況により多少の待ち時間を要することがあります。

有限会社 京栄写真
コロナ写真 株式会社
株式会社 清水光芸社

5．写真仕様及び価格
八切判（カラーホルダー付） 1,000円（税込）

＊各参拝団に随行する撮影業者（現地からの同行者）を利用
される場合は、参拝センターへ事前申込みください。申し
出がない場合は撮影をお断りすることがあります。（プロ
業者はシャッター料が発生いたします）

参拝記念集合写真撮影について 昼食（弁当）について

＊チラシ(申込用紙)は、慶讃法要特設ページからもダウンロード
　できます。

別途お配りしております案内のチラシ（右記写真参
照）をご覧いただき、参拝団ごとに参拝センターへお
申込みください。（FAX：075-366-5929）
なお、参拝協力会社（旅行社）をご利用の参拝団は、
参拝協力会社からのお申込みも可能です。

１．昼食（弁当）について

4．種類及び価格〈パック茶付・税込〉

弁当をお申込みの参拝団については、聞法会館3階
及び地下1階マルチスペースに予め参拝団ごとに席
を指定させていただきます。

2．食事会場について

①11：20～12：10
②12：30～13：20

3．食事時間について

＊上記の時間帯につきまして、団体参拝申込書にて事前にご選
択いただいた時間を基本といたしますが、利用状況等により時
間の変更等をお願いする場合がございますので、予めご了承く
ださい。

・慶 １，３２０円　 ・縁 １，３２０円

5．委託業者
一冨士ケータリング 株式会社
株式会社 南洋軒

きょう えん
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書院・飛雲閣特別公開
本願寺の歴史と文化を感じていただくために、書院・飛雲閣の
特別公開をいたします。

❶ 内 容

❷ 会 場 書院・飛雲閣

❸ 実 施 日 親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要期間中

❹ 公開時間

❺ 入 場 者

❻ そ の 他

拝観希望者（自由拝観）

１回目 11：20～13：20
２回目 15：20～16：50
● 協賛行事［4月29日（土）、5月6日（土）、7日（日）］中は10：00～16：30
　（13：30～14：30 法要時間を除く）
● 5月18日（木）、19日（金）は１回目のみ
● 5月20日（土）は飛雲閣のみ11：20～16：30
● 5月21日（日）は飛雲閣のみ12：30～16：30

＊説明は各所に設置の音声ガイド（スピーカー）等による案内となります。

 拝観者が多数の場合は、入場をお待ちいただくことがあります。

❼
❼❼

休憩施設
(テント)

御影堂

龍虎殿

お茶所内で布教使による各15分の布教リレー
【時間】11：00～13：15／15：00～16：30

● 布教リレー

法要期間中にお茶所内に仏事相談ブースを設置いたします。
時間 9：00～16:00

お茶所行事

そ　の　他

全国の児童生徒から応募された絵画・書・作文 各部門の受賞作品の一部を
展示します。

● 第66回　全国児童生徒作品展
＜聞法会館1階＞（5月21日（日）は正午まで）

宗門は、私たち誰もが取り組める平和への具体的な貢献策として、宗門の実
践目標を「＜貧困の克服に向けて～Dāna forWorld Peace～＞－子どもたち
を育むために－」に定め、「貧困の克服」に向けた実践運動を展開しています。
その取り組みの一環である、子ども食堂・学習支援等の実践事例について、
宗門内でこれまで取り組まれてきた寺院・団体等の運営方法や課題等を
パネルや映像等で紹介し、これから取り組まれる方への参考ともなる内容に
なっております。

● 「＜貧困の克服に向けて ～ Dāna for World Peace ～＞
　－子どもたちを育むために－」展示ブース
＜聞法会館1階＞

ダーナ フォー ワールド ピース

御影堂前白洲（飛雲閣北側）におきまして、法要や各種行事等の待機、参拝団の
集合、休息いただける休憩施設（テント）を設置いたします。テーブル及び椅子
等を配置し、200人程度の席を設けます。

お茶所行事・その他

白洲休憩施設について

＊4月29日（土）、5月6日（土）、5月7日（日）を除く
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● 受付・申込・参拝について
1．受付場所
第二無量寿堂5階ピロティ特設受付（降車後、施設内に入場して左側）

2．参拝時間
9：00～17：00（閉門）

3．申込方法
（1） 代表者が一括して行ってください。
（2） 参拝懇志・納骨懇志は寺院ごとに取りまとめてご進納ください。

 参拝懇志の受納証は、一括して寺院名宛に交付いたします。
 納骨懇志の受納証は、個々の申込者宛に交付いたします。

（3） 受付時に帰りの集合・出発時間をご申告ください。
（4） 納骨にあたっては、下記事項ご留意ください。

・所定の申込用紙に必要事項をご記入いただき、事前に郵便または
FAX（075-531-2072）にて大谷本廟までご送付、もしくは大谷本
廟ホームページにございます申込フォームよりご提出ください。
＊FAXの場合は必ず当日原本を、ホームページでご提出の場合は必ず当日印鑑（認印
　可）をお持ちください。

・納骨容器には祖壇納骨であれば俗名を、無量寿堂納骨であれば、法
名・俗名・ご命日などを事前にご記入のうえ、お持ちください。
・無量寿堂への納骨にあっては、必ず鍵をご持参ください。
・納骨容器をお求めになる場合は、開明社大谷本廟売店へご連絡ください。
  （TEL：075-541-0405）

● 団参バス乗降場所について
大谷本廟 南側道にて乗降（最大4台）。
詳細については、Ｐ25の大谷本廟全体図をご参照ください。
降車後、バスは本願寺へ回送【P41・42参照】となります。
ご参拝に必要なもの、貴重品は必ずお持ちください。

大谷本廟参拝について
第二無量寿堂5階ピロティ特設受付
（降車後、施設内に入場して左側）
第一読経所にて修行いたします。
（都合により読経場所が変更となる場合があります）
・読経には到着順に随時ご案内いたします。
・読経中に焼香のご案内をいたします。
明著堂への参拝、祖壇・無量寿堂への納骨は参拝団ごとに
自由にお進みいただきます。
お帰りの際、団体の皆様がお揃いになりましたら、受付へご
報告ください。お扱いは、その際にお渡しいたします。
祖壇納骨にかかる懇志につきましては、小型納骨容器の場合
3万円以上、小型納骨容器より大きい容器の場合5万円以上
となります。墓地からの改葬の場合は小型納骨容器より大き
い容器としての取り扱いとなります。また、併せて永代経をお
申込みされる場合は、別途3万円以上の懇志をご進納くださ
い。なお、複数体のご遺骨を納骨される場合には、人数に乗じ
た懇志が必要となります。
〈小型納骨容器…二寸五分容器〉
＊下記容器は小型容器骨量の目安であり、該容器でなくてもかま
　いません。 高さ15cm～16cm  幅9cm程度

１．受　　付：

２．読　　経：

３．参拝・納骨：

４．受　　付：

5．納骨懇志：

ご不明な点などございましたら、大谷本廟までお問い合わせください。
TEL：075-531-4171　　FAX：075-531-2072
https://otani-hombyo.hongwanji.or.jp/

● 参拝の順路について

9cm

15cm
～16cm

9cm

大谷本廟大谷本廟
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団体参拝
特設受付

団体バス
乗降場所

設置場所

車椅子・ベビーカー

食事処

２階待合所

大谷本廟全体図

＝車椅子設置場所

1．日　　時：
2．団体参拝
　 動　　線：

親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要期間中における大谷本廟
団体参拝者の動線は、下記の通りです。

[動線①　　　　　　]

[動線②　　　　　　]

[動線③　　　　　　]

法要期間中（前後日含）の9：00～17：00

【受　付】
①団体参拝バス降車場所・こちらの入り口から入場
②入場してすぐに受付があります
　代表者の方は受付を行ってください

【読経所】
①受付後は必ず読経所にお進みください
②読経は着席可能な人数・団体でご案内いたします
③読経後の祖壇・各無量寿堂への納骨・参拝は各々の団体で、自由に

　　ご参拝ください
【明著堂・無量寿堂】
①明著堂は法要日程中（前後日含）、団体参拝の皆様には随時参拝
　できる仕様といたしております

明著堂
祖壇納骨
明著堂焼香
参拝

無量寿堂納骨
参拝

無量寿堂納骨
参拝

第二無量寿堂

第一無量寿堂

読経
第1読経所

第2読経所

①

②
③

受付

大谷本廟参拝の動線について行
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● 団体参拝バスについて

1．参拝時間
9：30～15：30
2．参拝案内
職員による日野誕生院の説明を行います。
施設内の経路、受付場所等につきましては、右頁の図面をご参照ください。
3．所要時間
約20～30分（バス乗降に要する時間を除く）
隣接する法界寺への参拝には、別に約20～30分要します。

● 参拝について

＊法界寺への参拝につきましては、参拝センターへお問い合わせください。

＊園児の登降園時間帯はもちろん、保育時間帯においても十分な安全確認をお願いいたし
ます。

・隣接する誕生院保育園の園庭にて乗降・駐車となります。（最大2台）

・周辺道路は、幅員が大変狭い生活道路であり、路線バスも通行いたします
ことから、必ず徐行運転いただき交通安全にご留意ください。
・周辺道路及び園庭に係員がおりますので、必ず係員の指示に従って通行・
駐車をお願いいたします。
・バスが2台以上となる参拝団につきましては、事前に振分をさせていただ
きますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。
・参拝のご希望が集中する時間帯には、時間調整をお願いすることがありま
すので予めご了承ください。

日野誕生院参拝について

バ
ス
乗
降
・

駐
車
場
所

園舎

日野誕生院境内図行
事
等・飛
地
境
内
へ
の
参
拝

27

行
事
等・飛
地
境
内
へ
の
参
拝

28



● 団体参拝バスについて

1．参拝時間
9：30～16：30
2．参拝案内
職員による角坊の説明を行います。（約20～30分）
施設内の経路・受付場所等につきましては、右頁の図面をご参照ください。

● 参拝について

・角坊境内地内指定場所にて乗降・駐車となります。
・西本願寺保育園が隣接しており、園児の登降園など送迎時間帯は、十分
に安全を確認のうえ、必ず係員の指示に従って通行・駐車をお願いいたし
ます。
・参拝のご希望が集中する時間帯には、時間調整をお願いすることがありま
すので予めご了承ください。

角坊参拝について

バ
ス
乗
降
・

駐
車
場
所

還浄殿

中央仏教学院

角坊境内図行
事
等・飛
地
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内
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○少年連盟団体参拝
2023（令和5）年3月29日（水）午後の座

○スカウト指導者会団体参拝
2023（令和5）年3月31日（金）午後の座

○門徒推進員団体参拝
2023（令和5）年4月10日（月）午前の座

○講社講員団体参拝
2023（令和5）年4月14日（金） 午後の座

○仏教壮年会連盟団体・仏教青年連盟団体参拝
2023（令和5）年4月15日（土） 午後の座 ＊合同参拝

○世界仏教婦人会連盟団体参拝
2023（令和5）年5月10日（水）午前の座
2023（令和5）年5月10日（水）午後の座
2023（令和5）年5月11日（木）午前の座

団体参拝

○ 親鸞聖人御誕生850年
　 立 教 開 宗800年慶讃法要記念 青少年教化推進者のつどい

親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要を機に、青少年教化活
動に携わる私たちが一堂に集い、宗祖のご遺徳を讃え、あらゆる世代へ浄土
真宗のみ教えを届けるため次世代の推進者の育成とともに、これからの活
動をより拡充すべく学びを深める。

記念行事
各教化団体の協賛事業

2023（令和5）年3月29日（水）
青少年教化活動を推進する方
龍谷大学付属平安高等学校・中学校（講演）、
リーガロイヤルホテル京都（交流会）

１．開催期日：
２．参加対象：
３．会　　場：

教化団体等参拝・行事について

親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要を機縁に、さらなるあゆ
みをすすめるために、全国門徒推進員のつどいを開催する。次代へ向けて、
ともに念仏者として生き、門徒推進員という生き方を紡いでいく機会とする。

2023（令和5）年4月9日（日）
門徒推進員及び有縁の方
本願寺御影堂、ホテルグランヴィア京都

１．開催期日：
２．参加対象：
３．会　　場：

2023（令和5）年00月00日（■）
全国の講社講員
［全国講社大会］本願寺 御影堂、［伝灯奉告法要］大谷本廟

１．開催期日：
２．参加対象：
３．会　　場：

○ 親鸞聖人御誕生850年
　 立 教 開 宗800年慶讃法要記念 本願寺派スカウトのつどい

○ 親鸞聖人御誕生850年
　 立 教 開 宗800年慶讃法要記念 第７回全国門徒推進員のつどい

すべてのスカウト活動は仏恩報謝の実践であり、お念仏とともにあることを
知り、このご勝縁をよろこぶ集いとする。

2023（令和5）年3月31日（金）・4月1日（土）
登録団のスカウト及び指導者、個人登録者、
本願寺派仏教章修得者
龍谷大学付属平安高等学校・中学校

１．開催期日：
２．参加対象：

３．会　　場：

○ 親鸞聖人御誕生850年
　 立 教 開 宗800年慶讃法要記念 第24回全国仏教壮年大会
お念仏を人生の依りどころとする仏教壮年として、親鸞聖人御誕生８５０
年・立教開宗８００年慶讃法要のご縁をよろこび、朋友の輪をより一層広げ
る機縁とする。

2023（令和5）年4月15日（土）・16日（日）
仏教壮年会会員及びご縁のある方
ホテルグランヴィア京都

１．開催期日：
２．参加対象：
３．会　　場：
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○ 親鸞聖人御誕生850年
　 立 教 開 宗800年慶讃法要記念 全国真宗青年のつどい本山大会
仏教が日常の中、いつもすぐそばに寄り添っていることに気づかされ、よろこ
び、感謝できる機会とする。

2023（令和5）年4月15日（土）
大会開催趣旨に賛同された方
龍谷大学 大宮学舎（大会行事）、聞法会館（交流会）

１．開催期日：
２．参加対象：
３．会　　場：

○ 親鸞聖人御誕生850年
　 立 教 開 宗800年慶讃法要記念 第17回世界仏教婦人会大会
親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年のご勝縁を慶び、浄土真宗のみ教
えを仰ぎ、混迷をきわめる今日、国や地域の違いをこえて、お念仏を申す者と
しての生き方をともに考える大会とする。

2023（令和5）年5月11日（木）・12日（金）
仏教婦人会会員
国立京都国際会館

１．開催期日：
２．参加対象：
３．会　　場：

○ 親鸞聖人御誕生850年
　 立 教 開 宗800年慶讃法要記念 「降誕会園児のつどい」
親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要において、降誕会に併せて
聖人のご恩徳を報謝するためのつどい。

2023（令和5）年5月18日（木）・19日（金）
保育連盟加盟園の園児・保育士・教諭・職員等
本願寺御影堂

１．開催期日：
２．参加対象：
３．会　　場：

１．開催期日：
２．参加対象：
３．会　　場：

○ 親鸞聖人御誕生850年
　 立 教 開 宗800年慶讃法要記念 「龍谷総合学園のつどい」
仏教・浄土真宗のみ教えを基調とした建学の精神を共有する龍谷総合学
園加盟校の学生・生徒が一堂に会して慶讃法要をおつとめし、さらには、こ
のご勝縁に遇いえた慶びを分かち合うため実施する。

2023（令和5）年5月20日（土）
龍谷総合学園加盟校 学生・生徒・教職員等
本願寺御影堂

１．開催期日：
２．参加対象：
３．会　　場：

門徒推進員によるボランティア
門徒推進員によるボランティアを募集いたします。詳細については、各宗務機関及
び門徒推進員へお送りしております『門徒推進員によるボランティア募集要項』をご
参照ください。

○ 親鸞聖人御誕生850年
　 立 教 開 宗800年慶讃法要記念　　　　　　　　　　　　　　　まことの保育 第33回全国保育大会

○ 親鸞聖人御誕生850年
　 立 教 開 宗800年慶讃法要記念　　　　　　　　　　　　　キッズサンガ～本願寺児童念仏奉仕団～

保育連盟にご縁のある方 と々ともに、親鸞聖人が御誕生され浄土真宗のみ
教えを私たちに説き示してくださったことに感謝して、「まことの保育第33回 
全国保育大会」を開催する。

2023（令和5）年７月29日（土）・30日（日）【法要期日外】
保育連盟加盟園の方、その他趣旨に賛同される人
（記念式典）本願寺御影堂・阿弥陀堂
（大会・交流会）ホテルグランヴィア京都

１．開催期日：
２．参加対象：
３．会　　場：

①2023（令和5）年7月23日（日）・24日（月）
②2023（令和5）年7月25日（火）・26日（水）
③2023（令和5）年7月27日（木）・28日（金）　
④2023（令和5）年8月1日（火）・2日（水）
⑤2023（令和5）年8月3日（木）・4日（金）
※合計5回、本願寺児童念仏奉仕団に併せて開催
小学生から中学生までの寺族及び門信徒の児童・生徒で
構成された10名以上の団体
本願寺

１．開催期日：

２．参加対象：

３．会　　場：
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親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要においては、バスを利用し
ての団体参拝が多く周辺道路の渋滞発生など影響が懸念されておりますため、
ご参拝の皆様には不便のなきよう、団体参拝バスの通行経路を指定するととも
に、到着出発時刻については参拝センターにて調整のうえ、予め指定いたしま
すので、ご理解・ご協力をお願いいたします。
また、指定する乗降場ならびに駐車場へ入場の際には、事前に送付いたします
バスステッカーを必ず指定の場所へ掲示くださいますようお願いいたします。
なお、掲示無き場合は、入場をお断りすることがあります。【P47参照】

● 利用インターチェンジと市内通行経路の指定
交通集中を避けるため、京都市までお越しになる道路や利用インターチェン
ジにより、市内にて通行いただく経路を指定いたします。【Ｐ37参照】

● 本山到着時間とバス降車場所
団体参拝バスの降車場所は、北境内地駐車場となります。【P８参照】
本山へのバス到着時間は、団体参拝申込書ならびに団体参拝行程報告書
にてお知らせいただきました到着希望時間を元に、調整のうえ、ご参拝日の
およそ1ヵ月前に「団体参拝＜最終＞確認書」にてお知らせいたしますので、
「団体参拝＜最終＞確認書」記載の時刻に到着いただくよう、途中のサービ
スエリア等にて時間調整をお願いいたします。
なお、10分以上到着時間が遅れることが見込まれる場合は、事前に参拝セ
ンターまでご連絡ください。

団体参拝バス運行計画について
● 本山出発時間とバス乗車場所
出発時間になりましたら、団体ごとに随時バスへご乗車いただき、係員の指
示に従ってご出発ください。【P８参照】

北境内地駐車場を出発されましたら、P39の走行経路図を参照のうえ、次
の目的地へご移動をお願いいたします。

● 団体参拝者用普通車駐車場
普通車の駐車につきましては、事前に参拝センターへご連絡をお願いいた
します。なお、駐車スペースに限りがございますので予めご了承ください。

● バス駐車場
バスの駐車については、北境内地駐車場となります。
また、大谷本廟参拝への団体参拝バスは、北境内地駐車場へ回送【Ｐ41参
照】となります。
各施設の乗降場・駐車場は、P25・28・30をご確認ください。
　＊回送駐車場につきまして、北境内地駐車場の状況によっては、別の回送
　　場所を用意する場合があります。

● バス乗降場・バス駐車場利用時間
①北境内地駐車場：5：00～22：00　＊時間外の入出庫はできません。
　なお、下記の通り時間帯によって出入口が異なりますのでご注意ください。
　　＊出入口時間 ・5：００～７：３０ 花屋町通出入口
   ・７：３０～17：30 堀川通（聞法会館東側）出入口
   ・17：30～22：００ 花屋町通出入口
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清
水
五
条

七
本
松
通

東
急
ホ
テ
ル

リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル

本願寺到着経路図
国道９号線、国道１６２号線、嵐山・角坊方面より
五条通より七本松通を南行し、七条通を経由し、堀川通へ

国道171号線向日市方面より
九条通を東行し、油小路通を経由し、堀川通へ

名神高速京都南インター、国道１号線八幡市方面より
国道1号線（京阪国道）より十条通を東行し、油小路通を経由し、堀川通へ

第２京阪道路（阪神高速京都線上鳥羽出口）方面より
油小路通を北行し、堀川通へ

国道２４号線、阪神高速京都線鴨川東出口方面より
十条通を西行し、油小路通を経由し、堀川通へ

＊京都市内各所より出発の場合は、上記最寄りの経路を経由し、ご到着　
　いただきますようお願いいたします。

名神高速京都東インター、国道１号線山科・大谷本廟方面より
五条通を西行し、大宮通、七条通を経由し、堀川通へ
　＊注……七条通、八条通は共に右折レーン狭小のため、必ず大宮通を
　　　　　通行ください。

本願寺到着時の経路本願寺到着時の経路
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七
本
松
通

東
急

ホ
テ
ル
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清
水
五
条

本願寺出発（帰路）経路図
国道９号線、国道１６２号線方面へ
堀川通より五条通（西行）へ

国道１号線八幡市・名神高速京都南インター方面、国道１７１号線方面へ
堀川通より五条通（西行）、大宮通、九条通を経て京阪国道口へ

第２京阪国道門真方面（阪神高速京都線鴨川西入口）、山科方面（阪神高
速京都線鴨川東入口）、国道２４号線宇治方面
堀川通より五条通（東行）、河原町通を経て河原町十条へ

五条通以北の京都市内各所、角坊へ
堀川通をそのまま北行し各所へ

本願寺を出発される際の経路本願寺を出発される際の経路

国道１号線山科・名神高速京都東インター方面、大谷本廟へ
堀川通より五条通（東行）へ
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清
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図-①

図-②

渋谷街
道

大谷本廟経路

本願寺より大谷本廟へ
堀川通より五条通（東行）へ、東山五条を経由し、五条バイパスの側道を通
り、大谷本廟へ

大谷本廟より本願寺（回送場所：北境内地駐車場）へ
五条通を東行し、東山ドライブウェイにてＵターンし（P41図-②参照）、五
条通を西行、大宮通、七条通を経由し、堀川通へ

大谷本廟団体参拝バス乗降場所と経路大谷本廟団体参拝バス乗降場所と経路

大谷本廟における団体参拝バス乗降場所はP25をご参照ください。
なお、降車後の団体参拝バスは、北境内地駐車場へ回送をお願いいたし
ます。

＊回送駐車場につきまして、北境内地駐車場の状況によっては、別の回送
　場所を用意する場合があります。
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日野誕生院経路図

本願寺（五条通以南）より日野誕生院への経路
河原町通を南行し、阪神高速京都線鴨川東入口より、新十条通、外環状線
を経由し日野道へ

大谷本廟（五条通以北）より日野誕生院への経路
五条通を東行し、外環状線を経由し日野道へ

日野誕生院より京都市内への経路
外環状線より新十条通、阪神高速京都線を経て鴨川東出口より十条通へ

日野誕生院団体参拝バス乗降・駐車場所と経路日野誕生院団体参拝バス乗降・駐車場所と経路
日野誕生院は、隣接する誕生院保育園の園庭にて乗降、駐車を行います。【P28
参照】日野誕生院周辺道路は、幅員が大変狭い生活道路であり、路線バスも通
行いたしますことから、必ず徐行運転いただき交通安全にご留意ください。ま
た、バス乗降場所は、誕生院保育園の園庭を使用いたしますことから、係員の誘
導に従い通行・乗降くださいますようお願いいたします。
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バス乗降場所

国道24号線

日野誕生院周辺・回送経路図
ファミリーマート

ローソン

フレンドマート

ローソン

ファミリー
マート

なごみの里
病院

日野
誕生院

バス
乗降場所

回送場所周辺
拡大図

京滋バイパス、第2京阪道路、国道24号線（京奈道路）方面へ
図の通り国道242号、黄檗トンネルを経由し、京滋バイパスへ
滋賀（瀬田以東）、大阪、奈良方面はこちらの経路を通行ください。
日野誕生院より回送場所へ
図の通り国道242号、黄檗トンネルを経由（所要時間15分程度）し、指定の回送場
所134（京都京阪バス停留所）に停車ください。
先に指定の回送場所25（京都京阪バス停留所）に停車いただき、図の通り経由
して日野誕生院に戻っていただいても結構です。
　

角坊経路図

本願寺より角坊へ
堀川通より、押小路通を西行し、御池通へ

角坊より本願寺へ
御池通より西大路通を南行し、七条通を経由し、堀川通へ

角坊は、境内にて乗降・駐車を行います。【P30参照】
角坊団体参拝バス乗降・駐車場所と経路
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「親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要」への参拝バスであること
を示すため、「バスステッカー」をバスの前面中央、左（助手席）側１列目付近窓
ガラス、後面の3ヵ所に掲示ください。
「バスステッカー」は、ご参拝日の1ヵ月前を目途に「団体参拝＜最終＞確認書」
と併せて送付いたします。
なお、道路交通法に抵触する恐れがありますため、掲示の際は運転に支障なき
場所へお願いいたします。なお、到着前に掲示いただいても結構です。

● バスステッカー貼付位置

バスステッカー掲示について
1．本山内(白洲・北境内地等)において、参拝者が急病・負傷等された場合
は、最寄りの係員までお声がけください。

　対応につきましては、伝道本部1階「救護室」をご案内いたします。
2．夜間または宿舎などで、急患が生じた場合、下記の指定緊急病院に連絡し
適切な処置をお願いいたします。

3．参拝にあたっては、保険証・おくすり手帳・高齢受給者証をご持参ください。

●救護施設

＊「救護室」・「救護所」または「あそか花屋町クリニック」にて急患・負傷者への応急処置を行います。
＊法要期間中、武田病院から派遣の看護師が「救護室」・「救護所」にて、対応します。
＊あそか花屋町クリニックの診療時間については、ホームページにてご確認ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 https://asoka-clinic.jp/
＊あそか花屋町クリニック休診日については、武田病院から派遣の医師が救護室にて対応します。

救護施設

（1）救護室

（2）救護所

場　所 診療時間

9：00～17：00

9：00～17：00

（3）あそか花屋町クリニック 通常診療

傷病人対応及び診療について

●指定緊急病院

武田病院
　TEL：０７５-３６１-１３５１
　京都市下京区塩小路西洞院東入る（京都駅前）

堀
川
通

西
洞
院
通

新
町
通

東
本
願
寺

本
願
寺

烏
丸
通

大
宮
通

七条通

塩小路通

JR京都駅

武田病院

伝道本部1階（P１・２参照）

御影堂縁側（P１・２参照）

あそか花屋町クリニック（P1・2参照）
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1．正しいマスクの着用、こまめな手洗い、外出先での手指消毒、こまめな換
気を行ってください。

2．飲食時における会話は、マスクの着用を心掛け、大声での会話を控えて
ください。

3．多人数での移動及び多くの人が集まる場所では、混雑の状況に十分に
気をつけ、基本的な感染対策の実践を心掛けて、感染リスクを回避する
行動をとってください。

１.自分が感染しないために

1．参拝３日前から当日まで検温を行い、健康状態を確認してください。
2．３７．５度以上の発熱や平熱よりも１度以上高い症状が続く場合は、医
療機関を受診し、医師の判断を仰いでください。

3．軽い風邪症状（のどの痛み、せき）及び味覚・嗅覚に違和感がある場合
や、同居家族等で感染が疑われる場合は、医療機関を受診し、医師の判
断を仰いでください。

２.感染をひろげないために

1．健康上不安のある方、または当日体調のすぐれない方は、無理をなさら
ず参拝をお控えください。

2．参拝当日は、必ず御影堂入堂前に検温を行い、手指消毒のうえ、参拝し
てください。

3．検温の結果、３７．５度以上の発熱がある場合は、医療スタッフの指示に
従ってください。

4．参拝中はマスク着用を原則とし、咳エチケットを心掛けてください。
5．飛沫拡散防止のため、大声での会話は控えてください。
6．体調不良の場合は、団体参拝にあっては、引率責任者を通じて救護室及
び職員・関係スタッフへ連絡、また、個人参拝にあっても、救護室及び職
員・関係スタッフへ連絡し、医療スタッフの指示に従ってください。

３.参拝にあたって

型コロナウイルス感染症対策の
お願い

新

1．団体参拝の場合は、引率責任者へ報告のうえ、団参・行事部へ連絡くだ
さい。

2．一般参拝の場合は、一般参拝部へ連絡ください。

４.参拝後、３日以内に感染が確認された場合

1．法要において感染者が発生した場合は、ホームページに情報を掲載い
たします。

2．ご参拝にあたっては、感染予防対策の一環として常時換気を行っており
ますため、防寒着をお勧めいたします。

5.その他

＊新型コロナウイルス感染症にかかる対応の詳細につきましては、
宗派公式WEBサイト内の慶讃法要特設ページに掲載しており
ます、「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」をご確認く
ださい。
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1．本山参拝中、落し物を拾った場合、または落し物をされた際は、防災セン
ターへお問い合わせください。

　なお、落とされた物が防災センターに届けられてない場合は、直接、京都府
下京警察署へお問い合わせください。

2．本山内で団員を見失われた場合、係員に届け出いただき、引率責任者及び、
迷い人のご家族の方、または知人がおいでの場合はご一緒に防災センター
へお越しください。

防 災 セ ン タ ー
京都府警察
下 京 警 察 署

[直通：075-371-5191]

[代表：075-352-0110]

し物・団体からはぐれた方の
問い合わせについて

落
1．参拝団には事前に参拝記念品（参拝バッグ・靴袋付）、参拝のしおり、参拝
章及び専用の懇志袋を送付いたします。なお、記名欄がありますので必ず
お名前等の必要事項をご記入ください。

2．ご参拝の約1ヵ月前に「団体参拝＜最終＞確認書」及び団参バス利用の団
体に「バスステッカー」を送付いたします。「団体参拝＜最終＞確認書」で
は、バスの到着出発時間及び各施設の予定時間をお知らせいたします。

参拝前のご案内

1．本山及び関係施設到着時にはバス前面に「バスステッカー」を掲示いただ
きますようお願いいたします。【Ｐ47参照】

2．堂内では携帯電話の電源を切るか、マナーモードに設定くださいますよう
周知徹底願います。

　また、法要中の写真撮影は、ご遠慮くださいますようご協力をお願いいた
します。

3．終了後、退堂の際は、混雑防止のため、必ず係員の指示に従い移動くださ
いますようお願いいたします。

4．バスの乗降につきまして、堀川通（本願寺前または龍谷ミュージアム前）
での乗降は、渋滞を招く原因となりますので、必ず北境内地駐車場内で
行ってください。

留意事項

団体参拝における諸注意そ
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１．参拝団旅行行程の把握
２．参拝団の参拝席への誘導
３．聞法会館3階・地下1階マルチスペースでの弁当配布確認
４．参拝懇志、帰敬式お扱い品の受け渡し確認
５．参拝記念品の配布確認
６．誘導・交通対策における留意事項の徹底
７．参拝団の体調確認
８．傷病人が発生した場合の対応
９．不測の事態への対応

１．参拝団旅行行程の管理
２．本山境内地内及び各エリアの誘導案内
３．飛地境内及び各関連施設の誘導案内
４．参拝記念集合写真撮影申込手続及び当日の撮影場所への誘導
５．団体参拝者用弁当の申込手続、当日の食事会場への誘導
　 及び弁当確認・配膳
６．事前配布される参拝記念品の確認
７．参拝懇志のお扱品受取り、団体参拝バスへの積込み
８．団体参拝バス出発時の配車依頼
９．誘導・交通対策における留意事項の徹底
1０．傷病人が発生した場合の対応
11．不測の事態への対応

教区・特区事務担当職員の業務

参拝協力会社（旅行社）の業務

①南座4月特別公演『若き日の親鸞』のご案内
このたび、京都南座では、親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要を記念し
て、特別公演『若き日の親鸞』が上演されることとなりました。
門徒特別料金での先行受付を行っておりますので、ぜひ、この機会にご観覧ください。

（1）近畿日本ツーリスト株式会社、株式会社JTB、東武トップツアーズ
株式会社、株式会社日本旅行、名鉄観光サービス株式会社

　  お近くの各支店・窓口へお問い合わせください。
　  ＊上記５社以外の旅行会社からもお申込みいただけます。
（2）10名様以上の団体様は、
　  南座に直接お申込みください。
（3）個人のお申込みは、
　  2023（令和5）年2月14日（火）
　  10時から受付開始いたします。
　  ＊詳しくは、
　　 真宗教団連合
　　 ホームページを
　　 ご覧ください。

● 会　　場

● 会　　期　 2023（令和5）年4月10日（月）～29日（土・祝）
　　　　　　　　　午前の部 10時30分 ／ 午後の部 14時30分

● 観 覧 料

● 申　　 込   （特別料金での観覧方法）

京都南座：075-561-1155
（営業時間10：00～17：00）

● 問い合わせ先

● 推　　薦　 真宗教団連合

 京都南座 （京都市東山区四条大橋東詰 TEL 075-561-1155）

S席（1・2階）
A 席 （ 3 階 ）

7,000円
4,000円

12,000円
6,000円

特別料金 通常料金

https://www.shin.gr.jp/
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● 主　　催

(1)貸切バスを利用する団体は、乗降予約が必要となります【必須】。旅
行会社を利用の場合は旅行会社経由で、旅行会社を利用しない場
合は団体の責任者より直接、親鸞展事務局へご連絡ください。

(2)貸切バスを利用しない団体・個人は、200円割引引換券を博物館南
門チケット売場に提示のうえ、特別観覧料金をお支払いください。
割引引換券は『宗報』1月号より掲載し(コピー可・1枚につき4名ま
で割引可)、宗務所、教務所等でも配布予定です。詳細は『宗報』をご
確認ください。

● 会　　場

● 会　　期　 2023(令和5)年3月25日（土）～5月21日（日）
　　　　　　　　　開館時間：9：00～17：30（入館は17：00まで）
　　　　　　　　　休 館 日：月曜日

● 観 覧 料

● 申　　 込  （特別観覧料金での観覧方法）

京都国立博物館、朝日新聞社、NHK京都放送局、
NHKエンタープライズ近畿

● ホームページ　展覧会公式サイト　https://shinran850.jp

親鸞展事務局　TEL：075-276-2282 ／ FAX：075-284-0153
　　　　　　　Mail:shinran10@jtb.com

● 団体観覧申込・お問い合わせ先

● 特別協力　 真宗教団連合

＊ただし、3月27日(月)、5月8日(月)に団体観覧を希望される場合は、事前に親鸞展
　事務局に申込みいただくことで観覧いただけます。

＊大学生・高校生の方は学生証をご提示ください。
＊中学生以下、障害者の方とその介護者一名は無料となります（要証明）。

 京都国立博物館 平成知新館 (京都市東山区茶屋町527 TEL075-525-2473)

一 般
大 学 生
高 校 生

1,600円
1,000円
500円

1,800円
1,200円
700円

特別観覧料金 通常当日料金

②｢親鸞聖人生誕850年特別展 親鸞－生涯と名宝｣開催のご案内
真宗教団連合は、宗祖親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年・真宗教団連合結成
50周年記念事業の一環として、｢親鸞聖人生誕850年特別展 親鸞－生涯と名宝｣の開
催に特別協力いたしております。
本展覧会では、親鸞聖人の求道と伝道の生涯を、自筆の名号・著作・手紙をはじめ、彫像・
影像・絵巻など浄土真宗各派の寺院が所蔵する法宝物を一堂に集め、紹介いたします。
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● 会　　場
 龍谷ミュージアム３階、２階展示室

● 展覧会タイトル・会期
 ◆2023年度春季特別展「真宗と聖徳太子」
 　会期：2023（令和５）年4月１日（土）～5月28日（日）（54日間）
 　＊休館日：4月17日（月）、5月1日（月）、5月15日（月）、5月22日（月）

● 開館時間 10：00～17：00（最終入館は16：30）

● 入 館 料 慶讃法要参拝者の入館料は、一律７００円
 ◆一般1,400円（1,200円）高大学生900円（700円）小中生500円（400円）
 　＊（　）内は前売り・20名以上の団体料金

● 支払方法
入館料のお支払いは、団体ごとに発行する「龍谷ミュージアム入館確認票」（団体名、
取扱旅行者名、入館者数等を記載）をもとに、後日請求いたします（当日、現金払いも可）。
なお、旅行会社等を利用されない参拝団は引率責任者・事務担当者がお手続きください。

● 観覧ルート
堀川通側の龍谷ミュージアム正門から地下１階エントランスホールの受付にお進み
ください。観覧順序は３階⇒２階です。

● 留意事項
・館内にはトイレが少ないため、予め本願寺境内にてお済ませのうえ、ご入館ください。
・入館時及び館内では、慶讃法要の参拝者に配付される「参拝章」を携行ください。
・館内には観覧後に集合する場所がございません。本願寺境内にて集合場所をお決めください。

● 観覧所要時間　約45分～約1時間

龍谷ミュージアムでは、親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要を記念し
て、親鸞聖人が「和国の教主」と崇められた聖徳太子をテーマとした展覧会を開催い
たします。
この展覧会では、親鸞聖人の太子への篤い想いに触れるとともに、太子信仰の高揚
に親鸞聖人と弟子たちが果たした役割を再確認します。そしてその後のご門徒たち
が生み出してきた、太子信仰に関わる多彩な法宝物をご紹介いたします。

親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年記念
春季特別展「真宗と聖徳太子」開催

③龍谷ミュージアムのご案内

【問い合わせ・団体見学申込み先】　龍谷大学 龍谷ミュージアム
〒600-8399 京都市下京区堀川通正面下る（西本願寺前） TEL：075-351-2500

総展示件数は約80件（重要文化財3件も展示予定）。
具体的な展示内容等の詳細は、2023年2月下旬頃に龍谷ミュージアムのHPに掲載の予定です。
（龍谷ミュージアムHP：https://museum.ryukoku.ac.jp/）

三朝高僧太子先徳連坐像 １幅
室町時代　岐阜・浄源寺蔵

中国浄土教の祖師・善導大師と、法然上人・親鸞聖人以
下日本の先徳像の上方に、阿弥陀如来と南無仏太子像
を描いた唯一無二の作例。通常の真宗の高僧連坐像は、
下から上へ配されるが、本図では上から変則的に表さ
れ、太子が阿弥陀如来をあたかも礼拝するかのように描
かれる。首に帽子（もうす）を巻いた親鸞聖人は、晩年に
近い相貌をリアルに描き、下方には真佛以下高田派の先
徳が続く。室町初期の作になる貴重な連坐像である。

木造 聖徳太子童形立像 １軀
南北朝・暦応４年（1341）　東京・西光寺蔵

葛飾区四つ木・西光寺の聖徳太子像で、右手に笏、左手に柄香炉
をとる。真宗で盛んに造像された「真俗二諦（しんぞくにたい）像」
の一例だが、袈裟を左肩にかけ、袴ではなく裙を着ける点が通例
と異なる。像内銘に暦応4年の日付と「四木善祐」の名があり、真
佛の孫弟子・覚善を中心に形成された四木門徒による造像とみら
れる。在銘の真俗二諦像としては古く、貴重な作例である。西光寺
は現在天台宗であるが、親鸞聖人に弟子入りした鎌倉御家人の
創建を伝える。
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